
　

こ
の
年
よ
り
７
月
20
日
が
「
海
の
日
」

と
し
て
、
国
民
の
祝
日
と
な
っ
た
。
ボ

ー
ト
レ
ー
ス
業
界
と
し
て
は
、
創
設
当

初
よ
り
海
事
思
想
の
普
及
を
進
め
、
レ

ー
ス
の
有
益
性
を
広
く
周
知
さ
せ
る
こ

と
が
大
き
な
目
標
で
も
あ
り
、
こ
の「
海

の
日
」
の
祝
日
化
は
悲
願
で
も
あ
っ
た

（
03
年
か
ら
は
７
月
の
第
３
月
曜
日
）。

こ
れ
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
第
１
回
オ

ー
シ
ャ
ン
カ
ッ
プ
は
住
之
江
で
開
催
さ

れ
、
野
中
和
夫
が
２
コ
ー
ス
か
ら
イ
ン

の
植
木
通
彦
を
直
ま
く
り
で
下
し
、
Ｓ

Ｇ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
た
。

　

こ
の
年
の
Ｓ
Ｇ
は
、
前
年
以
上
に
45

歳
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
と
20
代
若
手
の
対

抗
図
式
が
ク
ッ
キ
リ
。
笹
川
賞
（
現
：

オ
ー
ル
ス
タ
ー
）
で
松
井
繁
、
全
日
本

選
手
権（
現
：
ダ
ー
ビ
ー
）で
上
瀧
和
則

が
初
の
Ｓ
Ｇ
制
覇
を
遂
げ
て
い
る
。
30

代
の
選
手
は
そ
の
間
に
挟
ま
れ
て
優
勝

初の2億円ボートレーサー・植木通彦が
 誕生した瞬間 1996年

者
を
ひ
と
り
も
出
せ
な
か
っ
た
。

　

賞
金
王
決
定
戦
（
現
：
グ
ラ
ン
プ
リ
）

で
は
、
45
歳
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
が
５
人

優
出
す
る
も
、
た
だ
ひ
と
り
の
20
代
・

植
木
が
豪
快
な
“
つ
け
ま
い
”
で
快
勝
、

連
覇
を
飾
っ
た
。
そ
の
結
果
、
植
木
は

公
営
競
技
界
初
の
獲
得
賞
金
２
億
円
選

手
に
輝
い
た
。

　

漫
画
「
モ
ン
キ
ー
タ
ー
ン
」
が
週
刊

少
年
サ
ン
デ
ー
で
連
載
開
始
（
05
年
ま

で
）。
こ
の
漫
画
が
大
人
気
を
博
し
、

こ
れ
を
読
ん
で
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
フ
ァ

ン
に
な
っ
た
人
、
あ
る
い
は
選
手
を
志

し
た
若
者
も
多
い
。

　

な
お
、
こ
の
年
の
選
手
表
彰
（
第
21

回
／
翌
年
２
月
に
開
催
）
か
ら
、
表
彰

規
程
が
変
更
さ
れ
、
現
在
と
同
じ
部
門

と
な
っ
た
。
第
20
回
ま
で
あ
っ
た
「
最

優
秀
選
手
」及
び「
最
優
秀
新
人
選
手
」、

「
最
高
勝
率
選
手
」
は
据
え
置
き
。
そ
の

一
方
で
「
最
多
優
勝
選
手
」
が
な
く
な

り
、「
最
多
賞
金
獲
得
選
手
」、「
最
多

勝
利
選
手
」、さ
ら
に「
優
秀
女
子
選
手
」

が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
初
の
優
秀
女
子

選
手
に
は
、
山
川
美
由
紀
が
選
ば
れ
た
。

第
１
回
Ｏ
Ｃ
は
野
中
和
夫
が
制
覇

松
井
繁
・
上
瀧
和
則
が
S
G
初
優
勝

植
木
通
彦
が
公
営
競
技
界

初
の
２
億
円
選
手
に
！

モ
ン
キ
ー
タ
ー
ン
が
連
載
開
始

○アトランタオリンピック開催
○ポケットモンスター赤・緑（任天堂）や
　たまごっち（バンダイ）がヒット
○コギャルやアムラーがブーム
○O157による集団食中毒が多発
【流行語大賞】「自分で自分をほめたい」（有森
裕子）、「友愛／排除の論理」（鳩山由紀夫）、
「メークドラマ」（長嶋茂雄）

【最優秀選手】　　　　植木通彦
【最優秀新人選手】　　石田政吾
【最多賞金獲得選手】　植木通彦
【最高勝率選手】　　　植木通彦
【最多勝利選手】　　　松田雅文
【優秀女子選手】　　　山川美由紀
【特別賞】　　　　　　野中和夫
【記者大賞】　　　　　植木通彦

OCでSGV17とした野中和夫はこの当時のSGグランドスラムを達成 初の２億円レーサーとなった植木通彦はＭＶＰをはじめ４冠に輝く
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２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
急
速
に
高

ま
っ
た
の
が
、
女
子
戦
並
び
に
女
子
選

手
へ
の
注
目
だ
。
公
営
競
技
と
い
う
枠

だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
種
目

の
中
で
、
男
子
と
ほ
ぼ
同
条
件
で
戦

う
競
技
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
も
大
き
か
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
中
核
と
な
っ
た
の
が

横
西
奏
恵
だ
。
浜
名
湖
・
女
子
王
座
決

定
戦
（
現
：
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
）
で
２
度
目
の
優
勝
を
飾
る
と
、
そ

の
２
週
間
後
の
平
和
島
・
総
理
大
臣
杯

（
現
：
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
で
、
女
子
選
手
と

し
て
は
寺
田
千
恵
以
来
と
な
る
史
上
２

人
目
の
S
G
優
出
を
果
た
し
た
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
年
の
優
秀
女
子
選
手
に
選
ば

れ
、
女
子
戦
線
は
こ
の
後
５
年
ほ
ど
、

横
西
を
中
心
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

　

Ｓ
Ｇ
戦
線
で
は
、
20
代
と
30
歳
に
な

り
た
て
の
選
手
が
続
々
と
初
優
勝
。
平

和
島
総
理
大
臣
杯
（
現
：
ク
ラ
シ
ッ
ク
）

女子戦人気沸騰！ 横西奏恵が女子レーサー
 史上2人目のSG優出 2006年

は
中
澤
和
志
（
29
）、
浜
名
湖
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
坪
井
康
晴
（
28
）、
桐

生
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
記
念
（
現
：
メ
モ

リ
ア
ル
）
は
中
村
有
裕
（
26
）、
福
岡
・

全
日
本
選
手
権（
現
：
ダ
ー
ビ
ー
）は
魚

谷
智
之
（
30
）。
丸
亀
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ

プ
は
38
歳
に
な
っ
て
い
た
が
三
嶌
誠
司

が
地
元
で
初
の
栄
光
に
輝
き
、
住
之
江
・

賞
金
王
シ
リ
ー
ズ
は
赤
岩
善
生（
30
）が

手
に
し
た
。

　

し
か
し
そ
う
し
た
若
手
の
台
頭
を
横

目
に
し
な
が
ら
、
安
定
し
た
強
さ
を
見

せ
続
け
た
の
は
松
井
繁
（
37
）
だ
っ
た
。

夏
の
若
松
オ
ー
シ
ャ
ン
カ
ッ
プ
に
続

き
、
大
一
番
の
賞
金
王
決
定
戦
を
圧
勝
。

獲
得
賞
金
に
加
え
、
年
間
勝
率
で
も
ト

ッ
プ
を
占
め
、
最
優
秀
選
手
に
輝
い
た
。

　

４
月
の
競
艇
名
人
戦
（
現
：
マ
ス
タ

ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
で
は
、
万
谷
章

が
豪
快
に
ま
く
っ
て
優
勝
。
長
き
に
わ

た
り
、
岡
山
の“
一
般
戦
の
鬼
”と
呼
ば

れ
な
が
ら
タ
イ
ト
ル
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
が
、
62
歳
５
か
月
と
い
う
Ｇ
Ⅰ
の
最

年
長
初
優
勝
記
録
を
作
っ
た
。

　

ま
た
最
優
秀
新
人
に
は
峰
竜
太
が
輝

い
て
い
る
。３
期
目
に
Ａ
級
へ
上
が
り
、

Ａ
２
級
は
１
期
で
通
過
し
、
４
期
目
の

初
Ａ
１
級
で
２
回
の
優
勝
。
年
間
表
彰

に
名
前
が
登
場
し
た
の
は
こ
の
年
が
初

め
て
だ
っ
た
。

　

ボ
ー
ト
界
全
体
の
動
き
と
し
て
、
電

話
投
票
の
利
用
者
が
徐
々
に
増
加
し
、

増
加
の
一
途
を
た
ど
る
。

松
井
繁
が
最
多
獲
得
賞
金
・

峰
竜
太
が
初
タ
イ
ト
ル

○冬季トリノオリンピック開催
○第1回ワールド・ベースボール・
　クラシックで日本代表が優勝
○ワンセグが開始
○PlayStation3、Wiiが発売
○ニコニコ動画開設
○夏の甲子園で斎藤佑樹投手が「ハンカチ
　王子」と呼ばれる
【流行語大賞】「イナバウアー」（荒川静香）、
「品格」（藤原正彦）

【最優秀選手】　　　　松井繁
【最優秀新人選手】　　峰竜太
【最多賞金獲得選手】　松井繁
【最高勝率選手】　　　松井繁
【最多勝利選手】　　　徳増秀樹
【優秀女子選手】　　　横西奏恵
【特別賞】　　　　　　山崎智也
【記者大賞】　　　　　松井繁
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王者の凄みを見せつけた松井繁

女子レーサーのトップを走り続けた横西奏恵
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